
ビジョンとゴールを改めて確認し、そこに役立ち貢献する提案をする。これまでの講義でできた「元ポートフォリオ」を再構築しＡ3サイズの紙に表現する。それが提出する『凝縮ポートフォリオ』となります。
· 再構築する目的

□自分の視点や考えをもち、それを表す。
□「凝縮ポートフォリオ」をつくり講義の成果を理論的に表現する。
· 鈴木敏恵の講義を活かし、現実に役立つアウトカムを生み出す。

· 提出法

　　　　□別紙のA3サイズの提出用紙を使う。

　　　　□提出したものは返却できないので控えのコピーをとっておく。

■全体構成について

全体構成（レイアウト）は、各自の判断でする。『私の提案』は、所定の枠の中に書く。それ以外、『根拠・理由』と『具体的な提案（結論）』などは、一人ひとり効果を考え、工夫しレイアウトする。　　　　

■作成の条件

（１）必ず「ビジュアルもの」を含めること

　　　　　　　　イメージ図、概念図、写真、円グラフ、比較表など必ず"ビジュアルもの"を含めること

（２）必ず「根拠ある情報」を添えること

数字、固有名詞、時期、引用文献、新聞抜粋など「根拠ある情報」を盛り込むこと。新聞の切り抜き等には出典、日付を添えること、インターネットのホームページからの情報はＵＲＬと入手した月日を添えること。

（３）必ず『具体的な提案』を添えること

『私の提案』と『根拠・理由』と『具体的な提案』を書くこと。『具体的な提案』は、抽象的なものや夢物語でなく、現実的で具体的であること。実行可能なアイディアであること。

（４）必ず「元ポートフォリオ」の情報を活かすこと

今回、一人ひとりの元ポートフォリオの提出は求めません。しかし元ポートフォリオに入っているこれまでの講義から得たこと（鈴木敏恵が伝えた、知識・情報・見方・切り口、手法、気づきなど）を入れる。その際、いつの講義だったか日付など添えること。

■ポイント

□「なるほど！」と言わせ、見た人の役に立つ内容であること。

· 「読みたい！」って気にさせる"作り"であること。

■凝縮ポートフォリオへの「評価の観点」 

　　　「凝縮ポートフォリオ」は次のような視点で評価します。


参考例や提出原紙は以下のＨＰにあります。

http://www.toshie-suzuki.net/04chiba/top.htm　　　






「再構築」の目的・全体構成・作成条件・評価











　A１  考えが明瞭か　　　　　   --　パッとみて何を言いたいかが分かるか





　A２  そこに根拠があるか　　 　--　根拠ある情報が適切に使われているか





　A３  ロジカル性はあるか　　　　--　全体に展開性があるか





　A４  分かりやすい表現か　　　　--　第三者が見て直感的に伝わるか





　A５  社会への貢献性はあるか　　--　誰か（世の中）の役に立つか














『 評価の観点』 
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